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改革改善
の考え方

①問題
点

・これまでに購入した資機材の管理、食糧品等の計画的・継続的な更新が必要
・南海トラフ地震等の被害想定の改定に基づく、備蓄方針及び備蓄の強化・増強が必要

②改革
提案

定期的に備蓄倉庫を巡回するなどにより既存備蓄品等の適正な管理、備蓄食糧等更新計画に基づく適切な更新を行
う一方で、長期的な視点での備蓄の強化・増強策を検討

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・災害対策緊急整備計画（平成23～25年度・総額２億円以内）の完了を受け、期限付き備蓄食料等の更新を着実に実施
・あわせて60数品目に及ぶ備蓄資機材の整備を予算の範囲内で計画的に実施
・市役所本庁舎整備完了に合わせて、地下防災倉庫の機能充実を実施

総事業費①+② 4,122 4,495 6,559 0

正規職員所要時間 400 500

臨時職員所要時間 400 500

一般財源 2,262 4,495 2,710

人件費計（千円）② 1,860 0 2,326 0

起債

その他 1,523

県支出金

事業費計（千円）① 2,262 4,495 4,233 0 （そ）諸収入

国庫支出金

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

28
年
度
事
業
内
容

１　既存品の継続的更新

２　平成28年熊本地震支援
　（熊本市からの要請に基づき、長野県合同災害支援チームで実施した
　　救援物資提供）

１-(1)　アルファ化米
１-(2)　乳幼児食品
１-(3)　クラッカー
１-(4)　粉ミルク
１-(5)　保存水

２-(1)　アルファ化米
２-(2)　保存水

１-(1)　6,050食
１-(2)　1,050食
１-(3)　341缶
１-(4)　684個
１-(5)　4,776本

2-(1)　5,000食
2-(2)　5,040本

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

大規模災害に備え、飯田市備蓄倉庫（飯田東中学校ほか）及び広域避難所毎に避難者数や地区の実情に合った防災資機材を備蓄
する。
併せて、自主防災会で用意する防災備蓄資機材との役割の分担を明確にしていく。
平成23年度に策定した「災害対策緊急整備計画」に基づき整備を推進する。

成果
指標

防災備蓄品整備計画に基づく達成率（％） 98 98 98 98

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

市民が災害に備えている割合（％）

飯田市住民基本台帳人口（人） 100957

意図（どういう状態
にするか）

即座に避難所を開設できるようにする

目
的

対象（誰・何を） 市民
対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

施策 41 災害対策の推進

基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

H29作成課等名 危機管理室 H29係等名 防災係 H28担当課等名 危機管理室

開始 13 終了

44 6

事務事業名 災害対策備蓄事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策

平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 4 施策№ 41 事業№


